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日本比較内分泌学会 2022 年度 第 1回役員会議事録 

 
開催日時：2022 年 10 月 28 日 11:00～14:00 
場所：東京大学農学部 3号館 2階 220-C 号室（水圏生物科学専攻第会議室） 
出席者： 

幹事：兵藤晋（現, 次期）、阿見彌典子（現）、安東宏徳（現）、井尻成保（現, 次期）、上野
山賀久（次期）、浮穴和義（次期）、大久保範聡（現, 次期）、内田勝久（次期）、岡田令子
（現, 次期）、荻野由紀子（現, 次期）、尾定誠（現）、亀井宏泰（現, 次期）、神田真司（現, 
次期）、小林勇喜（次期）、佐竹炎（現, 次期）、鈴木信雄（現）、束村博子（現）、永田晋治
（現, 次期）、原口省吾（現, 次期）、矢澤隆志（現）、馬谷千恵（次期）、水澤寛太（次期）、
蓮沼至（現）（書記）、 
監事：松田学（現）、安田恵子（現） 
以上敬称略 
 
審議事項 

I. 総会資料の報告・確認 

総会の議事次第に沿って説明および確認を行なった。 
会長挨拶（兵藤会長） 
会員異動について説明があった（神田庶務監事）。 
2022 年度事業活動報告があった（神田庶務監事）。 
2022 年度事業報告 
（１）役員会と総会の開催（役員会は本会議 1回、その他適宜メール決議） 
（２）生物科学学会連合への協力 
   （生物科学学会連合委員会からの報告と関連） 
（３）男女共同参画連絡会議への出席 
   （男女共同参画委員会からの報告と関連） 
（４）学会誌「比較内分泌学」（48 巻、174-175 号）の発行 
   （学術誌編集委員会からの報告と関連） 
（５）若手研究者奨励事業-「比較内分泌学」への投稿支援の開始 
（学術誌編集委員会からの報告と関連） 

（６）ホームページ管理・運営（ホームページ委員会からの報告と関連） 
（７）会員の研究紹介企画の開始・ホルモンハンドブック eBook 版を会員限定で提供
開始（ホームページ委員会からの報告と関連） 

（８）学会賞の選考・授賞 
 （学会賞選考委員会からの報告と関連） 
（９）第 46 回日本比較内分泌学会東京大会の開催 
 第 46 回日本比較内分泌学会シンポジウムの開催 
 学術企画委員会によるワークショップの開催 
 若手企画シンポジウムならびに若手交流会の開催 
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 男女共同参画ランチョンセミナーの開催 
（１０）役員選挙の実施 
   （選挙管理委員会からの報告と関連） 
 
各種委員会報告（各委員長） 

各委員会報告 

1. 学術企画委員会（尾定委員長） 

第 46 回日本比較内分泌学会大会の学術企画委員会主催シンポジウム「内分泌で制
御される器官の発生、再生、分化の科学」を企画した。オーガナイザーに尾定誠（東
北大学）、永田晋治（東京大学）を選任し、酒井則良（国立遺伝学研究所）、木村敦
（北海道大学）、亀井宏泰（金沢大学）、高橋俊雄（公益財団法人サントリー生命科
学財団）の 4氏にご講演をいただくこととした。 

 

2. 若手交流企画委員会（荻野委員長） 

新企画として 2021 年 6 月より開始した、若手交流企画 “ピックアップ！内分泌研
究者” を学会 HP に連載、HP 委員会の協力の元 2 ヶ月おきに更新中。2022 年 10
月 27 日までに１8名を紹介した。 
2022 年度大会の若手交流企画シンポジウムのオーガナイザーとして、中城光琴 助
教（大阪医科薬科大学）、柴田侑毅 講師（日本医科大学）、松原伸 研究員（サント
リー生命科学財団）を選任。梶山（平木）十和子 博士（理化学研究所 基礎特別
研究員）、中藤 学 博士（神奈川県立産業技術総合研究所 研究員）、竹田典代 博
士（広島大学 統合生命科学研究科 日本学術振興会特別研究員(RPD)）を演者と
して選出し、若手研究者のさらなる交流、本学会への会員登録の増加を目指し、若
手交流企画シンポジウムの企画を進めた。 

 
3. 出版委員会（安東委員長） 

１．「Handbook of Hormones 改訂版」の一括販売を学会事務局によって完了する
と共に、Supplementary informationをすべての読者にアクセスできるようにした。 
２．「Handbook of Hormones 改訂版」と「多様性の内分泌学―ホルモンの統合的理
解のために」の情報を学会HPに掲載した。 

 
4. 学術誌編集委員会（原口委員長） 

 比較内分泌学Vol.48、No.175（2021 年 11̃4 月の 6か月分、24記事）の発行を
行った。 
新たに若手研究者の「比較内分泌学」への投稿支援事業を開始した。2022 年 10 月
時点で 10 件程度の申し込みがあり、公開準備を進めている。事業内容の詳細は下
記の通り。 
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若手研究者奨励事業-「比較内分泌学」への投稿支援 
若手に、筆頭著者として執筆した原著論文の紹介あるいは自身の博士論文レビ
ューの「比較内分泌学」への投稿を奨励する。 
・審査有無：無し（査読は実施する） 
・申請者は投稿時および奨励される時点において、比較内分泌学会の学生会員
あるいは一般会員である必要がある 
・学位取得者に関しては、投稿時点において学位取得後 5年以内である必要が
ある 
・申請は年 2回を上限とする（原著＋原著あるいは原著＋博士論文; 1-12 月で
カウント） 
・共同筆頭著者の場合は、原則として氏名が先頭にある会員を対象とする 
・投稿は出版日から 3カ月以内 
・ポイント制にし、1 投稿 1 点、5 ポイントで学会より記念品贈呈（賞では無
い） 
(1)原著論文紹介 
・金額：アマゾンギフト券 3,000 円分/1 報 
・グラフィックアブストラクト１枚込みで１ページまでの原著論文紹介：短報
ver 新設 
若手奨励応募用の短報 ver の原著論文紹介は、1 ページにおさまるようにタイ
トルから引用まで 1300̃1500 文字とグラフィックアブストラクト１枚までと
する。 
(2)博士論文レビュー 
・金額：アマゾンギフト券 3,000 円分/1 報 

 
コメント 

 上記若手研究者の「比較内分泌学」への投稿支援事業について周知が行き届いていない
のではないかとの指摘があった（原口）。 

 比較内分泌学会HP上に上記情報を掲載してはどうか（神田）。 
 お知らせと投稿規定に掲載してはどうか。 
 
会期後にHPに情報を掲載することとなった。 
指摘を踏まえ、若手企画シンポジウムや総会で説明することとなった。 
 
 
5. ホームページ委員会（阿見彌委員長） 

・日本比較内分泌学会ニュース No.174, 175 の全文 PDF を JSCE-HP 会員限定ダ
ウンロードサイトに掲載した． 
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・若手交流企画委員会による「ピックアップ！内分泌研究者」No.7-18（2022 年 10
月 25 日現在），大会情報，公募情報を JSCE-HPに掲載した． 
・JSCE-HPを改修し，会員の広場に賛助会員および賛助会員募集の旨を掲載した．
また，会員の広場から日本比較内分泌学会 編 「ホルモンハンドブック」新訂
eBook 版 PDF を会員限定でダウンロード可能にした． 
・JSCE-HP を改修し，会員の研究紹介の掲載を開始した．それに伴い，関連研究
室というページは削除した． 

 
コメント 

 J-Stage への比較内分泌学のアップロードに関して現状不具合があり、現在 J-Stage
に問い合わせ中である（原口）。 
 
6. 男女共同参画委員会（岡田委員長） 

1. 第 46 回日本比較内分泌学会における男女共同参画セミナーの企画 
男女共同参画ランチョンセミナー「無意識のバイアスを克服するために」を企
画した。大坪久子教授（日本大学）と裏出令子教授（京都大学）にご講演いた
だくこととした。 
  
2. 男女共同参画学協会連絡会運営委員会への出席 
第 1回臨時社員総会・第 2回運営委員会（2022 年 3 月 29 日）および第 3回運
営委員会（2022 年 8 月 22 日）に出席した（いずれも Zoom会議）。 
  
3. 第 19 回男女共同参画学協会連絡会シンポジウムへの参加 
2022 年 10 月 8日に開催されたシンポジウムに参加した（オンライン） 
 

コメント 
HPへの関連情報の掲載を計画している（岡田）。 
シンポジウムのオーガナイザーに多様性を持たせると後援者にも多様性が生
まれる傾向がある（岡田）。 
男女共同参画委員会のあり方に関して、より広い視野に立ち運営する必要があ
るとのことが述べられ、委員会の名称もDiversity and Inclusion 委員会となる
予定であることが述べられた（兵藤）。 
 

7. 国際委員会（吉村委員長）（代理：神田庶務幹事） 

Portugal Faro で 2022/9/4-8 に 30th CECE & 9th ISFE (Joint Conference of 
the European Society for Comparative Endocrinology and of the International 
Society for Fish Endocrinology) が開催された。そこで延期された前回 ICCE
にて行われる予定だった lecture も行われ、竹井祥郎先生が The Bargmann-
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Scharrer Lectureship Award を、西村宏子先生が Barrington-Kobayashi 
Lectureship Award を受賞された。 
 
その他、国際会議の予定について 
The International Symposium on Avian Endocrinology (ISAE2024) 
Lucknow, India, February 2024 (Prof. Vinod Kumar) 
 
31st CECE, 10th ISFE 
Faro では日程が決まらず、未定ではあるが、過去の例をふまえると 2024 年の
夏（6, 7 月）に ISFE が、秋（9 月）に CECE が開かれる可能性が想定されて
いる。 
  
19th International Congress of Comparative Endocrinology (ICCE19) 
Sendai, July 2025  
 

コメント 
2025年日本比較内分泌学会大会は合同で実施する予定であること（審議事項）、
ISARENも合同で実施予定であることが述べられた。 
 
The International Congress of Neuroendocrinology (ICN2026) 
名古屋, 2026 年 7月末 (大会長 有馬寛先生) 
https://www.inf-neuroendocrinology.org/ 
 

9. 生物科学学会連合（兵藤会長） 

生物科学学会連合 第 24 回定例会議（2021 年 12 月 23 日(木)14:00-16:00、
Zoomによるオンライン会議） 出席  
生物科学学会連合 第 25 回定例会議（2022 年 7 月 26 日(火)16:00-18:00、
Zoomによるオンライン会議） 出席 
 

コメント 
サンフランシスコ宣言（DORA）に署名したことが説明された。 

 
8. 将来構想委員会（大久保委員長） 

 昨年度は学会賞の選考基準を見直したが、今年度は特段の活動を行わなかっ
た。今年度の学会賞受賞者をみると、昨年度に見直した選考基準がしっかり機
能していると考えられた。 
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10. 学会賞選考委員会（高橋委員長）（神田より説明） 

2022年度学会賞選考委員会の審査結果報告 

2022年度の学会賞に対して、小林賞に1件、奨励賞に２件の応募があった。この応
募を受け、9月5日（月）、選考委員会委員（高橋明義（委員長）、浮穴和義、海谷啓
之、佐竹炎、束村博子）５名全員でWeb会議を行い、慎重に審議を行った結果、2
名に奨励賞を授賞するという結論に全員一致で至ったことを推薦理由と共に報告
する。 

 
奨励賞受賞者: 東京大学馬谷千恵会員 
受賞研究題目「真骨魚類におけるペプチドニューロンを介した行動調節機構の解析」 
馬谷氏はメダカなどを用いて神経生理学的な手法により、複数のペプチドを産生す
るTN-GnRH3 ニューロンが神経ペプチドFF とともにオスの性行動へのモチベー
ションを制御していることを解明した。これは日経バイオテクでも紹介され広く注
目されている。また、子育てをしながら精力的に研究活動を行うと共に、学会行事
の実行委員として学会運営にも大きく貢献しており、男女共同参画・女性会員の良
きロールモデルとして、一層の発展・貢献が期待される。 
 
奨励賞受賞者: 新潟大学豊田賢治会員 
受賞研究題目「甲殻類における幼若ホルモンと眼柄ホルモンの生理機能解明に関す
る研究」 
豊田氏は無脊椎動物、特に甲殻類の数少ない若手研究者の一人である。主たる研究
内容はミジンコ類の環境依存型の性決定メカニズムであり、幼若ホルモンの変動と
の関連についての研究は、国内外で高い評価を受けている。学会活動ならびに年次
大会における若手交流企画にも参画するなど本学会への貢献も多い。今後、甲殻類
における比較内分泌学研究を牽引すること、また学会運営にもさらなる貢献が期待
される。以上 

（文責）選考委員会委員長 高橋明義 
 
 
11. 役員選挙結果報告（水澤選挙管理委員長） 
第 22 期（2023―2024 年度）会長および幹事選出選挙結果 
 
選挙管理委員会 水澤寛太、塚田岳大、東 森生 
------------------------------------------------------------ 
開 票：2022 年 9月 16日（金）19 時-19 時 30 分 
場 所：オンライン（Zoom） 
立 会：庶務幹事/神田真司（1名） 
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投票率 会長選挙：30.4%（有権者 336 名中 102 名が投票） 
    幹事選挙（区分 1）：27.7%（有権者 336 名中 93 名が投票） 
    幹事選挙（区分 2）：26.5%（有権者 336 名中 89 名が投票） 
    幹事選挙（区分 3）：24.7%（有権者 336 名中 83 名が投票） 
 
●会長選挙 
----------------------------------------------------------- 
候補者名 得票数 
----------------------------------------------------------- 
兵藤 晋 80 票（次期会長） 
佐竹 炎 22 票 
---------------------------------------------------------- 
総計 102 票 
---------------------------------------------------------- 
 
●幹事選挙（五十音順、敬称略） 
「区分 1」（7名） 
○浮穴 和義 
○内田 勝久 
○大久保 範聡 
○岡田 令子 
○神田 真司 
○佐竹 炎 
○松田 恒平 
-------------------------------------------------------- 
次点 亀井 宏泰 
次々点 荻野 由紀子 
 
「区分 2」（5名） 
○天野 勝文 
○飯郷 雅之 
○井尻 成保 
○清水 宗敬 
○水澤 寛太 
-------------------------------------------------------- 
次点 上野山 賀久 
次々点 北野 健 
 
「区分 3」（2名） 
○小林 勇喜 
○原口 省吾 
-------------------------------------------------------- 
次点 斎藤 祐見子 
次々点 南方 宏之 
 
 
12. 2022 年度中間決算報告（亀井委員長） 
2022 年度中間決算について報告があった。 

 ICCE19（2022 年度）開催のための科研費を取得していたが、学振へ返金する必要性が
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生じたが、学振に問い合わせたところ準備かかった費用については拠出してもよいと
のことであった。不足分を学会で補うこととなり、予算計上はしていなかったが、
ICCE19 補助費として 1,093,932 円が支出された。 

 2022 年 9 月 26 日までの ICCE19 補助費以外の支出は 648,777 円であることが説明さ
れた。 

 9 月 26 日以降の未払い概算は約 80 万円程度で、最終的に本年度予想される総支出は
概算で 2,542,700 円程度であることが説明された。 

 引き続き個人会費の納入を促す必要性が述べられた。 
 
コメント 

 学会誌の印刷製本費や冊子配送費を抑えられているため、その分を名簿管理など電子
化へうまく投資できている旨説明があった（兵藤）。 
 
12. 2021 年度決算（亀井委員長）    

2021 年度決算内容について報告があった。 
 金沢大会における余剰金の寄付や印刷製本費の支出減少により、繰越額が当初の想定
よりも 200 万円ほど多くなったことが報告された。 

 本決算報告は会計委員長の亀井会員により取りまとめられ、監事の松田会員および安
田会員により相違ないことが確認されていること報告された。 
 
13. 同監査報告（松田監事、安田監事）    

 比較内分泌学会 2021 年度決算報告について松田監事、安田監事より監査を行い、相違
ない旨、報告された。 
 
審議事項 1（2021 年度決算報告および同監査報告） 

 
以上について承認された。 
 
 
14. 2022 年度事業計画（神田庶務幹事）   

（１）次期大会（福岡）における役員会、総会の開催 
（２）学会誌「比較内分泌学」49 巻の発行 
（３）オンライン名簿・会費管理システムの運用 
（事務局経費、名簿・会費管理、委託管理費） 

（４）ホームページ管理・運営（維持費） 
（５）国際比較内分泌学会議での活動（IFCES会費） 
（６）生物科学学会連合定例会議への出席（連合会費） 
（７）男女共同参画連絡会議への出席（分担金） 
（８）第 47 回日本比較内分泌学会（福岡）大会の開催（補助費） 
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（９）第 47 回日本比較内分泌学会シンポジウムの開催（補助費） 
（１０）若手企画シンポジウムならびに若手交流会の開催（補助費） 
（１１）男女共同参画ランチョンセミナーの開催（補助費） 
（１２）若手研究者奨励費（補助費） 
（１３）学会賞の選考、授賞（賞状と副賞） 
（１４）国際比較内分泌学会議（ICCE19）開催の準備継続 
 
審議事項 2（2023 年度事業計画） 

 
以上について承認された。 
 
15. 2023 年度予算案（亀井会計委員長）    
2023 年度予算案について説明があった。 

 ホームページ維持・更新費の増額、その分名簿・会計管理費の減額について説明があっ
た。 

 ワークショップの開催補助費の計上など、変更点について説明があった。 
 
審議事項 3（2023 年度予算案） 

 
以上について承認された。 
 
 
16. 第 22 期役員体制（神田庶務幹事）  

会長 兵藤 晋 
幹事 
（区分 1）浮穴和義、内田勝久、大久保範聡、岡田令子、神田真司、佐竹炎、松田恒平 
（区分 2）天野勝文、飯郷雅之、井尻成保、清水宗敬、水澤寛太 
（区分 3）小林勇喜、原口省吾 
（会長指名）上野山賀久、馬谷千恵、荻野由紀子、亀井宏泰、永田晋治、山口陽子 
選挙で次点、次々点の方を中心に 女性研究者の追加 
（監事）斎藤祐見子、南方宏之 
委員会委員長 
（庶務幹事）神田真司 
（会計幹事）亀井宏泰 
（将来構想委員長）大久保範聡 
（学術企画委員長）佐竹炎 
（出版委員長）天野勝文 
（編集委員長）原口省吾 
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（ホームページ委員長）馬谷千恵 
（若手交流企画委員長）小林勇喜 
（Diversity and Inclusion 委員長）岡田令子 
（国際委員長）浮穴和義 
 
審議事項 4（第 22期役員体制） 

 
以上について承認された。 
 
 
17. 名誉会員の推薦（神田庶務監事） 

日本比較内分泌学会会則 第 8 条 
名誉会員は満 70 才以上で、本会の目的に関連して、特に貢献のあったもの、会長
を務めたもの、大会を開催したもの、または役員を 10 年以上務めたもの（過去の会
員を含む）から幹事会が推薦し、総会の承認によって決定される。 
 
被推薦者 
 本年度はなし 
 
 
 
18. 会費滞納会員の会員資格停止（神田庶務幹事）  
会費滞納会員の会員資格停止 

会則第 13 条「本会の規約にそむく行為、または会費未納のあった時は幹事会及び
総会の決議を経て除名できる。」に準拠し、3 年以上の会費未納がある正会員ならび
に学生会員を資格停止とする。資格停止中は、本会会員としての権利（会長ならびに
幹事の選挙権と被選挙権、大会における研究発表、学会誌の購読）を行使できない。 
 

資格停止対象者：一般会員 4名、学生会員 13 名 
 
2022 年 12 月 31 日までに会費が納入されない場合、資格停止対象者の会員資格を
2023 年 1月 1日から停止する。   
 
審議事項 5（会費滞納会員の会員資格停止） 

 

資格停止対象者についてが報告され、総会で提案されることが承認された（氏名リストは公
開されない）。 



 11

 
18. 九州大会準備状況（荻野大会長） 

2023 年度九州大会の準備状況 
大会長：荻野由紀子（九大・院農） 
大会実行委員会案：太田耕平（九州大学）、Tapas Chakraborty（九州大学）、北野 健
（熊本大学）、岸田光代（熊本大学）、鹿野健史朗（大分大学）小沼 健（鹿児島大学）、
宮川信一（東京理科大学）、豊田賢治（金沢大学） 
 
会場：九州大学 椎木講堂（300 名収容可） 
日程案： 
11 月 17 日（金）、18 日（土）、19 日（日） 
プログラム案：以下の通り 
初日（金） 
12:00-15:00 役員会 
15:00-15:10 開会式 
15:20-17:00 フラッシュトーク 
17:00-19:00 若手企画シンポジウム 
19:20-21:00 若手企画シンポジウム懇親会 
2 日目（土） 
9:30-11:30 大会実行委員会主催シンポジウム 
11:40-13:10 総会・学会賞授与式 
13:10-14:10 昼休み（男女共同参画ランチョンセミナー） 
14:10-15:50 若手口頭発表（優秀発表賞対象者） 
16:00-18:20 ポスター発表 
18:30-20:30 懇親会（生協） 
3 日目（日） 
9:30-11:30 学術企画委員会主催シンポジウム 
11:40-12:40 学会賞受賞者講演 
12:50-13:00 閉会式 
 
審議事項 6（2023 年度大会について） 
 

以上について承認された。 
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19. 2024 年度以降の大会（庶務幹事） 

 
2024 年度以降の大会（庶務幹事） 
1. 2024 年度は、函館で開催（北海道大学、井尻会員・清水会員）。 
2. 2025 年度については ICCEとの合同大会として仙台国際センターで開催。 
3. 2026 年度は 50 回大会なので、少し特別な企画も計画する可能性がある。 

 
審議事項 7（2025 年度大会を ICCE との合同大会とする） 

 

以上について承認された。 
 

コメント 

2026 年度の 50 回大会についての意見徴収 
 これまで合同大会があったが、そのような計画を第50会大会で考えてはどうか（安東） 
 会場を押さえてしまえば必ずしも実行委員長の地の利のある場所で開催することはな
いのではないか？（会場を中心に検討するということもできるのではないか？小林英
司先生のゆかりの地：鳥取？山陰？）（佐竹） 
 
20. ICCE19 準備状況（高橋組織委員長）（神田庶務監事） 

1. ICCE19 の延期を受けて、下記の award lecture を CECE Faro, Portugal で実施し
た。 
The Pickford Medal Lecture: Deborah I. Lutterschmidt 
The Bargmann-Scharrer Lecturer: Yoshio Takei 
Barrington-Kobayashi Lecture: Hiroko Nishimura 
2. 2025 年への延期にともない、これまでの準備にかかってきた経費をいったん ISS
に精算した（JSPS 支払い分¥831,270、ICCE 準備金支払い分¥955,900）。 
3. 2025 年の実行に向けた準備を再稼働。本学会大会終了後に委員会を開催予定。 
 
II. 生物科学連合関連 

1. 次期代表者候補について 

審議事項 8（生物科学連合次期代表者候補推薦について） 
 

 以上について 2 名の候補者のうち、比較内分泌学会として 1 名を推薦することとして
承認された。 
 

2. 内閣府への提言に連名の可否 

審議事項 9（内閣府への提言に連名の可否について） 
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以上について承認された。 
 
III. その他 

 
1. 学会長が名誉会員になられる前にご逝去された場合の処遇について 

 

審議事項 10（学会長が名誉会員になられる前にご逝去された場合の処遇について） 

 名誉会員に推薦可能なように会則（規約）を改定する必要がある。臨時総会を開催して
審議する方針とすることが承認された。 
 
コメント 

 名誉会員の規定に70歳という基準を設けることは必要なのか？定職がなくなった場合
に対象となるなどの意見があった（束村）。 
 
歴代学会の大会長のリストをHPに掲載することとなった。 

 
2. 動物学会関連 

Zoological Science 誌上で内分泌関連の特集号を次年度 8月くらいに組むこととなった
ことが報告された。 

 



12)  会費滞納会員の会員資格停止（庶務幹事）    審議事項 
13)  九州大会準備状況（荻野大会長） 
14)  2024 年度以降の大会（庶務幹事） 
15)  ICCE19 について（高橋組織委員長） 
16)  その他 
 

全ての審議事項について賛成多数により承認された。 

詳細については資料および役員会議事録を参照のこと。 

コメントとして、以下のものがあり、対応する回答がなされた。 

第 46回日本比較内分泌学会大会及びシンポジウム総会（東京大会） 

議事録 

 

開催日時：2022 年 10 月 29 日 11:00～12:00（一条ホール） 

 

以下の議事次第に従って総会が執り行われた。 

 

議事次第 

1) 会長挨拶 
2) 大会長挨拶 
3) 会員異動（庶務幹事） 
4) 2022 年度事業活動報告（庶務幹事） 
5) 各種委員会報告（各委員長） 
・ 学術企画委員会 
・ 若手交流委員会 
・ 出版委員会 
・ 学術誌編集委員会 
・ ホームページ委員会 
・ 男女共同参画委員会 
・ 国際委員会 
・ 生物科学学会連合委員会 
・ 将来構想委員会 
・ 学会賞選考委員会 
6) 役員選挙結果報告（水澤選挙管理委員長） 

6) 2022 年度中間決算報告（亀井会計委員長） 
7) 2021 年度決算（亀井会計委員長）  審議事項 

8) 同監査報告（松田監事、安田監事）  審議事項 

9) 2022 年度事業計画（庶務幹事）  審議事項 

10) 2023 年度予算案（亀井会計委員長）   審議事項 
11) 第 22期役員体制（庶務幹事）   審議事項 



・ICCE の臨時支出のようなものに対応する枠を作っておいた方が良いのではないか→あく

までコロナ延期にともなう臨時支出で、今後は可能性がゼロに近いので、来年度は計上し

ない 

・ICCE にむけて、大会で英語ポスターを選択肢としてとれるなどがあってもよい、との意

見もあった。 



 

 

 

 

 

日本比較内分泌学会 

 
総会 

 

2022 年 10 月 29 日土曜日 
11 時 00 分～12 時 00 分 

東京大学農学部・弥生講堂 
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議事次第 
1) 会長挨拶 
2) 大会長挨拶 
3) 会員異動（庶務幹事） 
4) 2022 年度事業活動報告（庶務幹事） 
5) 各種委員会報告（各委員長） 

・ 学術企画委員会 
・ 若手交流委員会 
・ 出版委員会 
・ 学術誌編集委員会 
・ ホームページ委員会 
・ 男女共同参画委員会 
・ 国際委員会 
・ 生物科学学会連合委員会 
・ 将来構想委員会 
・ 学会賞選考委員会 

6) 役員選挙結果報告（水澤選挙管理委員長） 
7) 2022 年度中間決算報告（亀井会計委員長） 
8) 2021 年度決算（亀井会計委員長）  審議事項 
9) 同監査報告（松田監事、安田監事）  審議事項 
10) 2023 年度事業計画（庶務幹事）  審議事項 
11) 2023 年度予算案（亀井会計委員長）  審議事項 
12) 第 22 期役員体制（庶務幹事）  審議事項 
13) 名誉会員の推薦（庶務幹事）  本年度は推薦なし 
14) 会費滞納会員の会員資格停止（庶務幹事）  審議事項 
15) 九州大会準備状況（荻野大会長） 
16) 2024 年度以降の大会（庶務幹事） 
17) ICCE19 について（高橋組織委員長） 
18) その他 
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会 員 異 動 

 

日本比較内分泌学会会員数 

名誉会員： 20 名、一般会員： 254 名、学生会員：102 名、会員合計：376 名 

賛助会員： 5 社    （2022 年 10 月 28 日現在） 

 

 

 

新入会員（一般会員： 1 名、学生会員：34 名、合計 35 名） 

（2021 年 11 月 3 日～2022 年 10 月 22 日） 

一般 井ノ口 繭 東京大学大学院農学生命科学研究科 

学生 岡本 啓吾  九州大学 

学生 
Mohammad 

Sayful 
旭川医科大学 

学生 塚本 真生  北海道大学 生命科学院 荻原研究室 

学生 村井 千尋 東京農業大学大学院農学研究科動物科学専攻 

学生 中島 啓  東京理科大学 

学生 田中 恒星 東京理科大学大学院 

学生 植田 賢威 
東京理科大学先進工学研究科生命システム工学専攻環

境生命研究室 

学生 小林 陽和  熊本大学 

学生 犬塚 卓杜 東京理科大学 

学生 吉澤 維馬  
東京理科大学大学院 先進工学研究科 生命システム

工学専攻 宮川研究室 

学生 黒田 康平  金沢大学理工学域生命理工学類 

学生 崎間 恒之介 熊本大学 

学生 岡野 真之介  
東京理科大学大学院 先進工学研究科 生命システム

工学専攻 宮川研究室 

学生 森永 朱香 東京理科大学 

学生 清水 智 
静岡大学大学院総合科学技術研究科理学専攻生物科学

コース 

学生 片田 祐真  
名古屋大学大学院 生命農学研究科 動物科学専攻 

動物統合生理学研究室 
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学生 江副 巧真  神奈川大学理学部 

学生 日比野 静葉  北里大学 

学生 Md. Forhad 静岡大学 

学生 穗滿 由紀  東京大学大学院農学生命科学研究科水圏生物科学専攻 

学生 西部 太喜  富山大学 

学生 田 悠輝  富山大学 

学生 伊藤 丈浩 神奈川大学 

学生 渡部 大河 北里大学大学院 

学生 小塩 未侑  早稲田大学先進理工学研究科 

学生 中村 光太郞 北里大学 

学生 眞野 哲也  名古屋大学大学院生命農学研究科 

学生 田中 美咲妃  東京医科歯科大学教養部生物学教室 

学生 長嶺 諒 富山大学 

学生 大森 優樹  静岡大学 

学生 福井 宏明  東京医科歯科大学 

学生 中瀬 英郁  北海道大学大学院 水産科学院 

学生 飯田 穀  東京医科歯科大学医学部医学科 

学生 毛利 有沙 東京医科歯科大学 

学生 榊原 和眞  東京医科歯科大学 

 

退会者（41 名）  （2021 年 11 月 3 日～2022 年 10 月 22 日） 

アタナヤケムディヤンサラゲトシータコサーラバンダラ、岩井 祥人、金子 豊二、櫻井 玲
依、甕 加央梨、西村 宣哉、德永優希、松本 実桜、青木 亮太、嶋田 智紀、高瀬 稔、
淡路 雅彦、横田 奈保、村上 志津子、中原 美音、伊藤 貴善、大田 ひな子、和泉 俊
一郎、三田 雅敏、東野 将也、幸喜 富、大石 正道、大町 晃、内藤 万菜、若林 洸
太、丸岩 美結、永冶 泰樹、前田 龍之介、山本 樹、江野 脩太、宮崎 善弥、山野目 
健、田所 治、田中 実、高田 邦昭、齋藤 あみ、和泉 知輝、齋藤 昇、遠藤 綾乃、片
山 侑駿、飯田 幸司 

名 誉 会 員 
 

(故) Gorbman, Aubrey (2003 年 9 月 21 日逝去/享年 88 才) 

(故)鈴木善祐  (2005 年 1 月 4 日逝去) 

(故)日比谷 京  (2005 年 4 月 25 日逝去) 

(故)吉村不二夫  (2009 年 5 月 3 日逝去) 

(故)玉置文一  (2011 年 10 月 26 日逝去) 

(故) Bern, Alan Howard (2012 年 1 月 3 日逝去/享年 91 才) 
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(故)大西英爾  (2012 年 9 月 25 日逝去/享年 87 才) 

(故)小林英司  (2012 年 12 月 24 日逝去/享年 93 才) 

(故)能村哲郎  (2015 年 3 月 13 日逝去/享年 84 才) 

(故)加藤順三  (2018 年 8 月 27 日逝去/享年 88 才) 

(故)小黒千足  (2019 年 12 月 13 日逝去/享年 89 才) 

(故)小川瑞穂  (2021 年 7 月 23 日逝去/享年 90 才) 

 

 

田名部雄一 (2005 年 3 月 22 日より) 

石居 進  (2007 年 3 月 18 日より) 

中嶋暉躬  (2008 年 1 月 16 日より) 

新井康允  (2008 年 2 月 4 日より) 

若林克己  (2009 年 7 月 13 日より) 

菊山 榮  (2010 年 11 月 20 日より) 

會田勝美  (2018 年 11 月 10 日より) 

井上金治  (2018 年 11 月 10 日より) 

浦野明央  (2018 年 11 月 10 日より) 

川内浩司  (2018 年 11 月 10 日より) 

長濱嘉孝  (2018 年 11 月 10 日より) 

平野哲也  (2018 年 11 月 10 日より) 

和田 勝  (2018 年 11 月 10 日より) 

安部眞一  (2019 年 11 月 9 日より) 

大石 正  (2019 年 11 月 9 日より) 

高杉 暹  (2019 年 11 月 9 日より) 

内山 実  (2020 年 12 月 11 日より) 

野崎眞澄  (2020 年 12 月 11 日より) 

山本和俊  (2020 年 12 月 11 日より) 

井口泰泉  (2021 年 11 月 13 日より) 

 

賛 助 会 員 

公益財団法人サントリー生命科学財団 

全薬工業株式会社 

株式会社蛋白精製工業 

株式会社ヤヨイサンフーズ 

尾崎理化株式会社 
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 2022 年度事業報告 

 

（１）役員会と総会の開催（役員会は本会議 1 回、その他適宜メール決議） 

（２）生物科学学会連合への協力 

   （生物科学学会連合委員会からの報告と関連） 

（３）男女共同参画連絡会議への出席 

   （男女共同参画委員会からの報告と関連） 

（４）学会誌「比較内分泌学」（48 巻、174-175 号）の発行 

   （学術誌編集委員会からの報告と関連） 

（５）若手研究者奨励事業-「比較内分泌学」への投稿支援の開始 

（学術誌編集委員会からの報告と関連） 

（６）ホームページ管理・運営 

   （ホームページ委員会からの報告と関連） 

（７）会員の研究紹介企画の開始・ホルモンハンドブック eBook 版を会員限定で提供開始 

   （ホームページ委員会からの報告と関連） 

（８）学会賞の選考・授賞 

 （学会賞選考委員会からの報告と関連） 

（９）第 46 回日本比較内分泌学会東京大会の開催 

 第 46 回日本比較内分泌学会シンポジウムの開催 

 学術企画委員会によるワークショップの開催 

 若手企画シンポジウムならびに若手交流会の開催 

 男女共同参画ランチョンセミナーの開催 

（１０）役員選挙の実施 

   （選挙管理委員会からの報告と関連） 
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各委員会報告 

・学術企画委員会（尾定誠委員長） 

第 46 回日本比較内分泌学会大会の学術企画委員会主催シンポジウム「内分泌で制御

される器官の発生、再生、分化の科学」を企画した。オーガナイザーに尾定誠（東

北大学）、永田晋治（東京大学）を選任し、酒井則良（国立遺伝学研究所）、木村

敦（北海道大学）、亀井宏泰（金沢大学）、高橋俊雄（公益財団法人サントリー生

命科学財団）の 4 氏にご講演をいただくこととした。 

 

・若手交流企画委員会（荻野委員長） 
新企画として 2021 年 6 月より開始した、若手交流企画 “ピックアップ！内分泌研究
者” を学会 HP に連載、HP 委員会の協力の元 2 ヶ月おきに更新中。2022 年 10 月末
までに１８名を紹介した。 
2022 年度大会の若手交流企画シンポジウムのオーガナイザーとして、中城光琴 助
教（大阪医科薬科大学）、柴田侑毅 講師（日本医科大学）、松原伸 研究員（サン
トリー生命科学財団）を選任。梶山（平木）十和子 博士（理化学研究所 基礎特
別研究員）、中藤学 博士（神奈川県立産業技術総合研究所 研究員）竹田典代 博
士（広島大学 統合生命科学研究科 日本学術振興会特別研究員(RPD)）を演者と
して選出し、若手研究者のさらなる交流、本学会への会員登録の増加を目指し、若
手交流企画シンポジウムの企画を進めた。 
 

・出版委員会（安東委員長） 
１．「Handbook of Hormones 改訂版」の一括販売を学会事務局によって完了する
と共に、Supplementary information をすべての読者にアクセスできるようにした。 
 
２．「Handbook of Hormones 改訂版」と「多様性の内分泌学―ホルモンの統合的
理解のために」の情報を学会 HP に掲載した。 
 

・学術誌編集委員会（原口委員長） 
 比較内分泌学 Vol.48、No.175（2021 年 11 月~2022 年 4 月の 6 か月分、24 記

事）の発行を行った。 

新たに若手研究者の「比較内分泌学」への投稿支援事業を開始した。2022 年 10 月

時点で 10 件程度の申し込みがあり、公開準備を進めている。事業内容の詳細は下記

の通り。 

 

若手研究者奨励事業-「比較内分泌学」への投稿支援 

若手に、筆頭著者として執筆した原著論文の紹介あるいは自身の博士論文レビュー

の「比較内分泌学」への投稿を奨励する。 
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・審査有無：無し 

・申請者は投稿時および奨励される時点において、比較内分泌学会の学生会員ある

いは一般会員である必要がある 

・学位取得者に関しては、投稿時点において学位取得後 5 年以内である必要がある 

・申請は年 2 回を上限とする（原著＋原著あるいは原著＋博士論文; 1-12 月でカウン

ト） 

・共同筆頭著者の場合は、原則として氏名が先頭にある会員を対象とする 

・投稿は出版日から 3 カ月以内 

・ポイント制にし、1 投稿 1 点、5 ポイントで学会より記念品贈呈（賞では無い） 

 

(1)原著論文紹介 

・金額：アマゾンギフト券 3,000 円分/1 報 

・グラフィックアブストラクト１枚込みで１ページまでの原著論文紹介：短報 ver 新

設 

若手奨励応募用の短報 ver の原著論文紹介は、1 ページにおさまるようにタイトルか

ら引用まで 1300~1500 文字とグラフィックアブストラクト１枚までとする。 

 

(2)博士論文レビュー 

・金額：アマゾンギフト券 3,000 円分/1 報 

 

・ホームページ委員会（阿見彌委員長） 

・日本比較内分泌学会ニュース No.174, 175 の全文 PDF を JSCE-HP 会員限定ダウ

ンロードサイトに掲載した． 

・若手交流企画委員会による「ピックアップ！内分泌研究者」No.7-17（2022 年 10

月 11 日現在），大会情報，公募情報を JSCE-HP に掲載した． 

・JSCE-HP を改修し，会員の広場に賛助会員および賛助会員募集の旨を掲載した．

また，会員の広場から日本比較内分泌学会 編 「ホルモンハンドブック」新訂

eBook 版 PDF を会員限定でダウンロード可能にした． 

・JSCE-HP を改修し，会員の研究紹介の掲載を開始した．それに伴い，関連研究室

というページは削除した． 

 

・男女共同参画委員会（岡田委員長） 

1. 第 46 回日本比較内分泌学会における男女共同参画セミナーの企画 
男女共同参画ランチョンセミナー「無意識のバイアスを克服するために」を企画し

た。大坪久子教授（日本大学）と裏出令子教授（京都大学）にご講演いただくこと
とした。 
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2. 男女共同参画学協会連絡会運営委員会への出席 
第 1 回臨時社員総会・第 2 回運営委員会（2022 年 3 月 29 日）および第 3 回運営委

員会（2022 年 8 月 22 日）に出席した（いずれも Zoom 会議）。 
  
3. 第 19 回男女共同参画学協会連絡会シンポジウムへの参加 
2022 年 10 月 8 日に開催されたシンポジウムに参加した（オンライン）。 
 

・国際委員会（吉村委員長） 
Portugal Faro で 2022/9/4-8 に 30th CECE & 9th ISFE (Joint Conference of the 
European Society for Comparative Endocrinology and of the International Society for 
Fish Endocrinology) が開催された。そこで延期された前回 ICCE にて行われる予
定だった lecture も行われ、竹井祥郎会員が The Bargmann-Scharrer Lectureship 
Award を、西村宏子会員が Barrington-Kobayashi Lectureship Award を受賞され
た。 
 
その他、国際会議の予定について 
The International Symposium on Avian Endocrinology (ISAE2024) 
Lucknow, India, February 2024 (Prof. Vinod Kumar) 
 
31st CECE, 10th ISFE 
Faro では日程が決まらず、未定ではあるが、過去の例をふまえると 2024 年の夏（6, 
7 月）に ISFE が、秋（9 月）に CECE が開かれる可能性が想定されている。 
  
19th International Congress of Comparative Endocrinology (ICCE19) 
Sendai, July 2025 
 
The International Congress of Neuroendocrinology (ICN2026) 
名古屋, 2026 年 7 月末 (大会長 有馬寛先生) 
https://www.inf-neuroendocrinology.org/ 
 

・生物科学学会連合（兵藤会長） 
生物科学学会連合 第 24 回定例会議（2021 年 12 月 23 日(木)14:00-16:00、Zoom
によるオンライン会議） 出席 
生物科学学会連合 第 25 回定例会議（2022 年 7 月 26 日(火)16:00-18:00、Zoom に
よるオンライン会議） 出席 
 

・将来構想委員会（大久保委員長） 
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昨年度は学会賞の選考基準を見直したが、今年度は特段の活動を行わなかった。今
年度の学会賞受賞者をみると、昨年度に見直した選考基準がしっかり機能している
と考えられた。 
 

・学会賞選考委員会（高橋委員長） 

2022年度学会賞選考委員会の審査結果報告 

2022年度の学会賞に対して、小林賞に1件、奨励賞に２件の応募があった。この応募を

受け、9月5日（月）、選考委員会委員（高橋明義（委員長）、浮穴和義、海谷啓之、佐

竹炎、束村博子）５名全員でWeb会議を行い、慎重に審議を行った結果、２名に奨励賞

を授賞するという結論に全員一致で至ったことを推薦理由と共に報告する。 

 

奨励賞受賞者: 東京大学馬谷千恵会員 

受賞研究題目「真骨魚類におけるペプチドニューロンを介した行動調節機構の解析」 

馬谷会員はメダカなどを用いて神経生理学的な手法により、複数のペプチドを産生する

TN-GnRH3 ニューロンが神経ペプチド FF とともにオスの性行動へのモチベーションを

制御していることを解明した。これは日経バイオテクでも紹介され広く注目されている。

また、子育てをしながら精力的に研究活動を行うと共に、学会行事の実行委員として学会

運営にも大きく貢献しており、男女共同参画・女性会員の良きロールモデルとして、一層

の発展・貢献が期待される。 

 

奨励賞受賞者: 新潟大学豊田賢治会員 

受賞研究題目「甲殻類における幼若ホルモンと眼柄ホルモンの生理機能解明に関する研

究」 

豊田会員は無脊椎動物、特に甲殻類の数少ない若手研究者の一人である。主たる研究内容

はミジンコ類の環境依存型の性決定メカニズムであり、幼若ホルモンの変動との関連につ

いての研究は、国内外で高い評価を受けている。学会活動ならびに年次大会における若手

交流企画にも参画するなど本学会への貢献も多い。今後、甲殻類における比較内分泌学研

究を牽引すること、また学会運営にもさらなる貢献が期待される。以上 

（文責）選考委員会委員長  

高橋明義 
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・役員選挙結果報告（水澤選挙管理委員長） 
第 22 期（2023―2024 年度）会長および幹事選出選挙結果 
 
選挙管理委員会 水澤寛太、塚田岳大、東 森生 
------------------------------------------------------------ 
開 票：2022 年 9 月 16 日（金）19 時-19 時 30 分 
場 所：オンライン（Zoom） 
立 会：庶務幹事/神田真司（1 名） 
投票率 会長選挙：30.4%（有権者 336 名中 102 名が投票） 
    幹事選挙（区分 1）：27.7%（有権者 336 名中 93 名が投票） 
    幹事選挙（区分 2）：26.5%（有権者 336 名中 89 名が投票） 
    幹事選挙（区分 3）：24.7%（有権者 336 名中 83 名が投票） 
 
●会長選挙 
----------------------------------------------------------- 
候補者名 得票数 
----------------------------------------------------------- 
兵藤 晋 80 票（次期会長） 
佐竹 炎 22 票 
---------------------------------------------------------- 
総計 102 票 
---------------------------------------------------------- 
 
●幹事選挙（五十音順、敬称略） 
「区分 1」（7 名） 
○浮穴 和義 
○内田 勝久 
○大久保 範聡 
○岡田 令子 
○神田 真司 
○佐竹 炎 
○松田 恒平 
-------------------------------------------------------- 
次点 亀井 宏泰 
次々点 荻野 由紀子 
 
「区分 2」（5 名） 
○天野 勝文 
○飯郷 雅之 
○井尻 成保 
○清水 宗敬 
○水澤 寛太 
-------------------------------------------------------- 
次点 上野山 賀久 
次々点 北野 健 
 
「区分 3」（2 名） 
○小林 勇喜 
○原口 省吾 
-------------------------------------------------------- 
次点 斎藤 祐見子 
次々点 南方 宏之 
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・2022 年度中間決算報告（亀井会計委員長） 
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2023 年度事業計画案 
 

（１）次期大会（福岡）における役員会、総会の開催 
（２）学会誌「比較内分泌学」49 巻の発行 
（３）オンライン名簿・会費管理システムの運用 

（事務局経費、名簿・会費管理、委託管理費） 
（４）ホームページ管理・運営（維持費） 
（５）国際比較内分泌学会議での活動（IFCES 会費） 
（６）生物科学学会連合定例会議への出席（連合会費） 
（７）男女共同参画連絡会議への出席（分担金） 
（８）第 47 回日本比較内分泌学会（福岡）大会の開催（補助費） 
（９）第 47 回日本比較内分泌学会シンポジウムの開催（補助費） 
（１０）若手企画シンポジウムならびに若手交流会の開催（補助費） 
（１１）男女共同参画ランチョンセミナーの開催（補助費） 
（１２）若手研究者奨励費（補助費） 
（１３）学会賞の選考、授賞（賞状と副賞） 
（１４）国際比較内分泌学会議（ICCE19）開催の準備継続 
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第 22 期役員体制 

 

会長 兵藤 晋 

 

幹事 

（区分 1）浮穴和義、内田勝久、大久保範聡、岡田令子、神田真司、佐竹炎、松田恒平 

（区分 2）天野勝文、飯郷雅之、井尻成保、清水宗敬、水澤寛太 

（区分 3）小林勇喜、原口省吾 

（会長指名）上野山賀久、馬谷千恵、荻野由紀子、亀井宏泰、永田晋治、山口陽子 

（監事）斎藤祐見子、南方宏之 

 

委員会委員長 

（庶務幹事）神田真司 

（会計幹事）亀井宏泰 

（将来構想委員長）大久保範聡 

（学術企画委員長）佐竹炎 

（出版委員長）天野勝文 

（編集委員長）原口省吾 

（ホームページ委員長）馬谷千恵 

（若手交流企画委員長）小林勇喜 

（Diversity & Inclusion 委員長）岡田令子 

（国際委員長）浮穴和義 
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名誉会員の推薦 

 

日本比較内分泌学会会則 第 8 条 

名誉会員は満 70 才以上で、本会の目的に関連して、特に貢献のあったもの、会長を務め

たもの、大会を開催したもの、または役員を 10 年以上務めたもの（過去の会員を含む）か

ら幹事会が推薦し、総会の承認によって決定される。 

 

被推薦者 

 本年度はなし 
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会費滞納会員の会員資格停止 

 
会則第 13 条「本会の規約にそむく行為、または会費未納のあった時は幹事会及び総会の

決議を経て除名できる。」に準拠し、3 年以上の会費未納がある正会員ならびに学生会員を
資格停止とする。資格停止中は、本会会員としての権利（会長ならびに幹事の選挙権と被選
挙権、大会における研究発表、学会誌の購読）を行使できない。 

 
 

資格停止対象者：一般会員 4 名、学生会員 13 名 
 

2022 年 12 月 31 日までに会費が納入されない場合、資格停止対象者の会員資格を 2023 年 1
月 1 日から停止する。  
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・九州大会準備状況（荻野大会長） 

2023 年度九州大会の準備状況 

 

大会長：荻野由紀子（九大・院農） 

 

大会実行委員会案：太田耕平（九州大学）、Tapas Chakraborty（九州大学）北野 健（熊

本大学）、岸田光代（熊本大学）、鹿野健史朗（大分大学）小沼 健（鹿児島大学）、宮

川信一（東京理科大学）、豊田賢治（金沢大学） 

 

会場：九州大学 椎木講堂（300 名収容可） 

 

日程案： 

11 月 17 日（金）、18 日（土）、19 日（日） 

 

プログラム案：以下の通り 

初日（金） 

12:00-15:00 役員会 

15:00-15:10 開会式 

15:20-17:00 フラッシュトーク 

17:00-19:00 若手企画シンポジウム 

19:20-21:00 若手企画シンポジウム懇親会 

 

2 日目（土） 

9:30-11:30 大会実行委員会主催シンポジウム 

11:40-13:10 総会・学会賞授与式 

13:10-14:10 昼休み（男女共同参画ランチョンセミナー） 

14:10-15:50 若手口頭発表（優秀発表賞対象者） 

16:00-18:20 ポスター発表 

18:30-20:30 懇親会（生協） 

 

3 日目（日） 

9:30-11:30 学術企画委員会主催シンポジウム 

11:40-12:40 学会賞受賞者講演 

12:50-13:00 閉会式 
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・2024 年度以降の大会（庶務幹事） 

1. 2024 年度は、函館で開催（北海道大学、井尻会員・清水会員）。 

2. 2025 年度については ICCE との合同大会として仙台国際センターで開催。 

3. 2026 年度は 50 回大会なので、少し特別な企画も計画する可能性がある。 
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・ICCE19 準備状況（高橋組織委員長） 

1. ICCE19 の延期を受けて、下記の award lecture を CECE Faro, Portugal で実施した。 
The Pickford Medal Lecture: Deborah I. Lutterschmidt 
The Bargmann-Scharrer Lecturer: Yoshio Takei 
Barrington-Kobayashi Lecture: Hiroko Nishimura 

2. 2025 年への延期にともない、これまでの準備にかかってきた経費をいったん ISS に精算
した（JSPS 支払い分\831,270、ICCE 準備金支払い分\955,900）。 

3. 2025 年の実行に向けた準備を再稼働。本学会大会終了後に委員会を開催予定。 
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